
           

        令和７年９月 

桃山中学校ハッピー桃太郎だより 
～ふるさとを愛し、夢の実現に向けて自ら学び続ける生徒の育成をめざして～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ハッピーライフを実現させよう！       校長 江藤弘康 

  始業式 式辞から 

充実した夏休みにできましたか？ 暑い中、部活動に取り組む姿や、図書室で学習している姿、

地域の夏祭りでボランティアとして活躍する姿など、夏休みも皆さんの素敵な姿を見ることができ

て嬉しかったです。充実した夏休みをとおして、皆さん一人ひとりが成長していると信じています。 

２学期も仲間とともに成長していきましょう。本校の学校教育目標である「ふるさとを愛し、夢の

実現に向けて自ら学び続ける生徒の育成」を意識して努力していきましょう。そして、本校のキーワ

ードである「ハッピーライフ」の実現を目指し、自分を含めたみんなが笑顔で幸せな学校生活を送

ることができる２学期にしていきましょう。 

１学期に私は「当たり前のことを馬鹿にしないでちゃんとやる」という生きる姿勢について話しま

した。具体的には、生徒会目標である「あ・じ・み・そ言葉（挨拶、時間厳守、身だしなみ、掃除（自

問清掃）、言葉遣い）」について当たり前のこととして徹底してやっていこうと伝えました。「あ・じ・

み・そ言葉」を身に付けると、自信がつきます。自分も他者も大切にできる人になります。人から信

頼されるようになります。そして、あなたの夢や目標の実現に近づくことができます。 

２学期も「当たり前のことを馬鹿にしないでちゃんとやる」ことを大切にしましょう。ただし、やら

されるのではなく、あなたの意志で自ら行いましょう。そうすることで、当たり前のことを自分のもの

にすることができます。もう一つ、目的をもって行いましょう。「あ・じ・み・そ言葉」などを「当たり前

のこととして馬鹿にしないでちゃんとやる」ことをみんなで行う。学級で、学年で、全校で徹底して

行う。すると、どんな学校生活を実現できるでしょうか？ みんなが笑顔で幸せな学校生活、「ハッ

ピーライフ」を実現できると思いませんか？ 

あなたの意志と「ハッピーライフ」のためにという目的をもって、学校生活を充実させましょう。 

２学期も、授業や委員会・係活動、ふるさと学習、文化祭などをとおして、一人ひとりがさらに成

長することを願っています。がんばりましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○冷水器の設置について 

子どもたちの健康のために冷水器を給食室前に設置しました。 

冷水を直接飲むのではなく、自分の水筒に注いで飲む冷水器です。 

購入費用（保守点検費用を含む）は、PTA の予算から支出いた 

します。事後報告となりますが、御了承ください。 

大切に使おう！ 

○サッカー部の地域クラブ移行と水泳部（臨時部）の廃部について 

サッカー部が桃山クラブを母体とした地域クラブに移行し、「桃山クラブ SOLENHO（ソレーニョ） 」と 

して今年度中に活動を開始する予定です。活動場所や活動内容などについては基本的にこれまでと変わ

りありませんが、月会費や保険加入費が必要となります。サッカー未経験の生徒も大歓迎とのことです。 

また、すでにお知らせしているとおり、水泳部（臨時部）は今年度をもって廃部となります。 

したがって、サッカー部と水泳部（臨時部）については、今年度をもって部員の募集を停止いたします。 

御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 



 
 
 

 

８月２日（土）に新川地区と小羽山地区の夏まつりが開催されました。猛暑の中でしたが、 

本校のボランティア部の生徒たちが、会場の準備や運営の手伝い（太鼓の演奏やバザーの 

手伝い）、会場の片付けを地域の方のご指導のもと行い、まつりを支えました。ボランティア 

としてではなくても、まつりに参加した生徒もたくさんおり、地域の一員としてまつりを楽しみ、 

盛り上げていました。 

  地域の方からは「中学生ボランティアは本当に助かる。」「暑い中でも一生懸命やってくれ 

るのでありがたい。」との言葉をいただきました。 

このように、お世話になっている地域の方や、自分の成長を支えてくれているふるさとのた 

めに行動することは、たいへん素晴らしいことだと思います。皆さんは学校・地域の誇りです。 

これからも桃山中学校の生徒が、ふるさとを愛し、ふるさとのために行動する生徒であるこ 

  とを願っています。 

 

 

 

 

 

 

新川地区・小羽山地区の夏まつりを支えたボランティアの生徒たち 


